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──単著
『占領と平和──〈戦後〉という経験』青土社、2005 年
『抵抗の同時代史──軍事化とネオリベラリズムに抗して』人文書院、2008 年
『下丸子文化集団とその時代──一九五〇年代サークル文化運動の光芒』みすず書房、2016 年
──共著・共編著
『社会運動の社会学』（大畑裕嗣・樋口直人・成元哲、共編著）有斐閣、2004 年
『読む人・書く人・編集する人──『思想の科学』50年と、それから』（記念シンポジウムを記録する会編）
思想の科学社、2010 年
『社会的なもののために』（共著、市野川容孝・宇城輝人編）ナカニシヤ出版、2013 年
『〈つながる／つながらない〉の社会学』（共著、長田攻一・田所承己編）弘文堂、2014 年
「復刻・シリーズ・1960-70 年代の住民運動」全 5巻、（共編）創土社、2005 年
「地域闘争──三里塚・水俣」『戦後日本スタディーズ２　1960・70 年代』（岩崎稔・上野千鶴子・北田暁大・
小森陽一・成田龍一編）紀伊国屋書店、2009 年
「20 世紀社会学の課題と「東亜」──新明正道にとっての総力戦」『1930 年代のアジア社会論』（小林英夫・
石井知章・米谷匡史編）社会評論社、2010 年
「ポスト・ベトナム戦争期におけるアジア連帯運動──「内なるアジア」と「アジアの中の日本」の間で」
『岩波講座東アジア近現代通史 8　ベトナム戦争の時代──1960-1975 年』岩波書店、2011 年
「「難死の思想」と現代」『われわれの小田実』（藤原書店編集部編）藤原書店、2014 年
「戦後日本の社会運動」『岩波講座日本歴史』第 19巻、2015 年
「江島寛──東京南部から東アジアを想像した工作者」『ひとびとの精神史第 2巻　朝鮮の戦争──1950 年
代』（テッサ・モーリス=スズキ編）岩波書店、2015 年
「宮崎省吾──住民自治としての「地域エゴイズム」」『ひとびとの精神史第 6巻　日本列島改造──1970 年
代』（杉田敦編）岩波書店、2016 年
『「サークルの時代」を読む──戦後文化運動研究への招待』（共編著）影書房、2016 年
──論文・記事
「初期生活クラブ運動における「地域」「社会運動」「政治」」『社会運動』286 号、2004 年
「1960-70 年代「市民運動」「住民運動」の歴史的位置──中断された「公共性」論議と運動史的文脈をつな
ぎなおすために」『社会学評論』57巻 2号、2006 年
「「戦後開拓」再考──「引揚げ」以後の「非／国民」」『歴史学研究』846 号、2008 年
「ゆれる運動主体と空前の大闘争──「60年安保」の重層的理解のために」『年報日本現代史』第 15号、
2010 年
「下丸子文化集団とその時代──1950 年代東京南部文化運動研究序説」『現代思想』35巻 17 号、2007 年
「原水爆禁止運動と冷戦」酒井哲哉編『日本の外交３　外交思想』岩波書店、2013 年
「日本ミニコミセンターから住民図書館まで──丸山尚氏に聞くミニコミ・ジャーナリズムの同時代史
1961-2001」『和光大学現代人間学部紀要』第 6号、2013 年
「「核」の連鎖・「難死」の連鎖──小田実『HIROSHIMA』を読む」『原爆文学研究』第 13号、2014 年
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